





































































和歌山大学を中心とした「ESD for SDGs コンソーシアム」の推進 













地域の学校に提供する。」としている。ESD(Education for Sustainable Development)は、「持続可能な開発の
ための教育」、もしくは「持続発展教育」等と訳され、2005 年から 2014 年までの DESD（Decade of ESD=
「持続可能な開発のための教育のための 10 年」）以降、学校教育の現場を含め広く実践されている。一方
SDGs は、MDGs(Millennium Development Goals)の改訂版として 2015 年の国連 SDGs サミットにおいて合意
されたもので、合意文書である”Transforming our world: the 2030 Agenda for Sustainable Development”におい
て示された 17 の国際目標である。ESD と SDGs は従って「手段」と「目的」の関係にあり、和歌山大学な
らびに同附属中学校においては、明確かつ具体的な目的意識(SDGs)に向けた教育活動(ESD)を進めること
とした。ここにおいて和歌山大学では、これを教育学部連携事業による地域との共同研究事業のひとつと
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